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トピック

４
月
か
ら

積
極
的
勧
奨
を
再
開

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

　
厚
生
労
働
省
は
、
昨
年
11

月
26
日
、
健
康
局
長
通
知
を

全
国
の
自
治
体
に
向
け
て
発

出
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定

期
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
２

０
２
２
年
４
月
に
再
開
す
る

と
し
た
。
準
備
が
で
き
た
場

合
は
、
４
月
よ
り
も
前
の
再

開
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　
同
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
の
再
開
に
合
わ
せ
て
、
自

治
体
に
は
、
厚
生
労
働
省
が

作
成
し
た
本
人
・
保
護
者
・

医
療
者
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
た
情
報
提
供

や
、
接
種
後
に
生
じ
た
症
状

に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に

寄
り
添
っ
た
支
援
の
強
化
を

求
め
て
い
る
。

 

（
関
連
記
事
２
面
）

白鳥、水鳥たちと冠雪の岩木山（青森県藤崎町）
（写真提供＝蓮尾豊氏）

式
　
典

　
式
典
の
冒
頭
、
後
藤
茂
之

厚
生
労
働
大
臣
（
代
読
＝
山

本
圭
子
子
ど
も
家
庭
局
母
子

保
健
課
長
）
が
あ
い
さ
つ
。

「
令
和
元
年
12
月
に
施
行
さ

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
成
育
基
本

法
に
基
づ
き
今
年
２
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
成
育
医
療
等

基
本
方
針
で
は
、
成
育
過
程

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
中
で
、医
療
・
保
健
・

教
育
・
福
祉
等
よ
り
幅
広
い

関
係
分
野
で
の
取
り
組
み
の

推
進
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
各
分
野
に
お
け
る

施
策
の
相
互
連
携
を
図
り
つ

つ
、
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重

し
た
成
育
医
療
等
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
、
横
断
的
な
視
点

で
の
総
合
的
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　
平
成
27
年
度
よ
り
開
始
し

た
健
や
か
親
子
21
第
２
次
計

画
で
は
「
今
後
は
成
育
医
療

等
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。
地

域
の
皆
さ
ま
方
に
は
引
き
続

き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。
す
べ
て
の
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
の

科
精
神
神
経
学
分
野
院
内
講

師
）が
基
調
講
演
を
行
い
、妊

産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の

連
携
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
周
産
期
は
心
理
的
な
危
機

が
生
じ
や
す
い
時
期
で
あ

り
、
「
妊
娠
後
は
性
ホ
ル
モ

ン
の
影
響
で
体
は
変
化
し
、

社
会
的
役
割
の
変
化
も
大
き

く
な
る
。
子
ど
も
を
も
つ
こ

と
は
嬉
し
く
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
一
方
で
、
今
ま
で
の

生
活
か
ら
失
っ
て
し
ま
う
も

の
や
、
子
ど
も
を
も
つ
と
い

う
未
知
で
圧
倒
的
な
不
安
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
抑
う
つ
や

不
安
、
不
眠
、
自
己
肯
定
感

の
揺
ら
ぎ
な
ど
の
症
状
が
み

ら
れ
る
」
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
心
理
的
な
危
機

が
生
じ
や
す
い
時
期
に
、
母

親
が
周
囲
か
ら
十
分
に
援
助

し
て
も
ら
う
こ
と
が
「
母
親

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸

せ
）
に
は
欠
か
せ
な
い
」
と

し
、「
母
親
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
は
母
親
の
自
尊
心
を
高

め
、
母
子
関
係
、
子
ど
も
の

情
緒
発
達
へ
の
良
い
影
響
が

期
待
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
周
産
期
に
お
け
る

社
会
的
問
題
で
あ
る
晩
婚

化
・
晩
産
化
や
子
育
て
の
孤

立
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

率
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
問
題
を
挙

げ
、
こ
れ
ら
は
妊
産
婦
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
と
し
て
、
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
や
産
後
ケ
ア
事
業

な
ど
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も

サ
ポ
ー
ト
は
拡
充
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
も
「
妊
産
婦
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
、
よ
り

サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
た
。

　
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
役
割
に

つ
い
て
は
、
保
健
師
に
よ
る

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
や

新
生
児
訪
問
時
な
ど
の
ポ
ピ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
、
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
精
神
科
医
に
よ

る
治
療
の
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
を
説
明
し
、「
こ
れ
ら

に
切
れ
目
の
な
い
こ
と
が
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
で
は
重

要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　
菊
地
氏
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
支
援
は
大
変
で
手
が
か

か
る
側
面
も
あ
る
が
、
丁
寧

な
関
わ
り
が
母
子
と
家
族
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
を

も
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
結

果
が
見
え
に
く
い
支
援
で
あ

り
、
時
に
ス
タ
ッ
フ
の
無
力

感
や
疲
弊
を
招
く
こ
と
も
あ

る
が
、
セ
ル
フ
ケ
ア
や
職
場

内
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

も
大
切
に
し
、
チ
ー
ム
で
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な

る
」
と
し
た
。

　
本
大
会
の
内
容
の
一
部

は
、
健
や
か
親
子
21
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
１
月
末
ま
で
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し
て
い
る

（https://sukoyaka21.
jp/zenkokutaikai

）
。

　
２
０
２
１
年
11
月
４
〜
５
日
、「
令
和
３
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
（
母
子

保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）
」
が
岩
手
県
盛
岡
市
の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
を
メ
イ
ン
と
し
た
開
催
と
な
っ
た
。
主
催
は
、
本
会
な
ら
び
に
厚
生

労
働
省
、
岩
手
県
、
盛
岡
市
、
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
、
公
益
社

団
法
人
母
子
保
健
推
進
会
議
。
「
心
に
寄
り
添
い
育
む
次
代
　
と
も
に
手
を
取
り

あ
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

 
（
家
族
計
画
研
究
集
会
は
４
面
）

実
現
に
向
け
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
共
に
考

え
、
全
国
各
地
域
で
の
母
子

保
健
の
一
層
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
し
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
、
令
和
３

年
度
母
子
保
健
家
族
計
画
事

業
功
労
者
へ
の
表
彰
式
も
開

催
。
日
本
家
族
計
画
協
会
会

長
表
彰
は
個
人
47
人
お
よ
び

３
団
体
に
授
与
さ
れ
た
（
秋

号
に
て
既
報
）
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
妊

産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
お
け
る
地
域
連
携
」
を
テ

ー
マ
に
、
菊
地
紗
耶
氏
（
東

北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
「
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
予
防
す
る
」（
家
族
計
画
研
究
集
会
）

切
れ
目
の
な
い
妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
推
進（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

令和３年度

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

一
般
社
団
法
人
　
日
本
家
族
計
画
協
会

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

謹 

賀 

新 

年

会

長 

北

村

邦

夫

代
表
理
事
理
事
長 

三

橋

裕

行

職

員

一

同

岩
手
で

 

開
催
・
配
信
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
第
５

波
拡
大
以
降
、
わ
が
国
で
は

感
染
者
数
の
急
激
な
減
少
が

続
い
て
い
る
。
原
因
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
国
民
の
全

人
口
に
占
め
る
ワ
ク
チ
ン
２

回
目
接
種
率
が
８
割
近
く
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本
国

民
の
律
儀
さ
が
そ
う
さ
せ
て

い
る
の
か
、
マ
ス
ク
着
用
率

が
驚
く
ほ
ど
に
高
い
こ
と
な

ど
も
影
響
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。

　
個
人
的
に
は
、
「
ひ
ょ
っ

と
し
て
収
束
か
」
と
の
期
待

が
高
ま
る
の
も
束
の
間
、
新

　
コ
ロ
ナ
禍
の
脅
威
を
よ
そ

に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
接
種
再
開
の
動
き
が
加

速
し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
11
月
26
日
に

は
、
厚
労
省
健
康
局
長
か
ら

都
道
府
県
知
事
、
市
区
町
村

長
宛
て
に
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染

症
に
係
る
定
期
接
種
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
」
と
い
う

事
務
文
書
が
発
出
さ
れ
た

（
写
真
１
）
。

　
13
年
４
月
に
定
期
接
種
が

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
で
あ
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
と
の
因
果
関
係
が
否
定
で

き
な
い
持
続
的
な
疼
痛
が
接

種
後
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
年
６
月
に
は
、
副
反

応
の
発
生
頻
度
が
明
ら
か
に

な
り
、
適
切
な
情
報
提
供
が

で
き
る
ま
で
の
間
、
定
期
接

種
を
積
極
的
に
勧
奨
し
な
い

こ
と
を
決
め
て
今
日
に
至
っ

て
い
た
。

　
本
会
で
は
、
４
価
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
協
力
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時

か
ら
一
貫
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
積
極
的
接
種
勧
奨
再

開
を
求
め
て
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

（
政
策
提
言
）
活
動
を
展
開

し
て
き
た
。
以
来
既
に
８
年

が
経
過
し
、
当
時
は
定
期
接

種
対
象
年
齢
の
70
〜
75
％
の

接
種
率
で
あ
っ
た
も
の
が
、

１
％
未
満
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
憂
慮
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
（
図
１
）
、

今
回
の
厚
労
省
の
決
定
に
対

し
て
安
堵
の
気
持
ち
を
隠
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
計
画
と
し
て
は
、
22
年
４

月
か
ら
個
別
接
種
を
再
開
す

る
こ
と
、
準
備
が
整
っ
た
市

区
町
村
で
は
、
そ
れ
以
前
よ

　
わ
が
国
の
場
合
、
人
工
妊

娠
中
絶
手
術
と
し
て
は
、
子

宮
頸
管
拡
張
・
子
宮
内
容
物

除
去
術
（
Ｄ
＆
Ｃ
）
と
吸
引

法
が
主
流
で
あ
る
。

　
本
会
で
は
、
世
界
で
約
80

か
国
・
地
域
で
承
認
さ
れ
て

い
る
「
飲
む
中
絶
薬
」
で
あ

る
経
口
妊
娠
中
絶
薬
を
安
全

な
中
絶
法
と
位
置
づ
け
、
10

年
頃
よ
り
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
・
日
本
産
婦
人
科
医
会

な
ど
学
際
的
な
団
体
と
協
働

で
、
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の
わ

が
国
へ
の
早
期
導
入
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
こ
の
中
絶
薬
に
つ
い
て

は
、
わ
が
国
で
は
二
つ
の
企

業
が
開
発
に
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
12
月
下
旬
に
も
、

製
造
販
売
の
承
認
申
請
が
行

わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

「
聞
い
て
い
る
」
と
い
う
言

い
方
は
、
些

い
さ
さ
か
消
極
的
で
は

あ
る
が
、
本
会
が
協
力
し
て

進
め
て
き
た
企
業
で
の
治
験

が
立
ち
後
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
他
社
で
の
申
請
が
先

行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
の
企
業
が
実
施
し
た
国

内
で
の
第
３
相
試
験
で
は
、

妊
娠
９
週
ま
で
の
妊
婦
１
２

０
人
の
93
％
が
24
時
間
以
内

に
中
絶
を
完
了
し
て
い
る
。

６
割
近
く
に
腹
痛
や
嘔お

う

吐と

な
ど
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る

も
、
ほ
と
ん
ど
が
軽
症
か
中

程
度
で
あ
り
、
中
絶
薬
と
の

因
果
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
た

副
作
用
は
４
割
弱
だ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
口
妊
娠

中
絶
薬
の
早
期
承
認
は
、
本

会
に
と
っ
て
の
長
年
の
悲
願

で
も
あ
り
、
こ
の
動
き
を
歓

迎
し
た
い
。

　
折
し
も
、
こ
の
動
き
に
強

力
な
援
軍
が
現
れ
た
。
21
年

７
月
２
日
付
で
厚
労
省
子
ど

も
家
庭
局
母
子
保
健
課
長
か

ら
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
と

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
両

団
体
に
宛
て
た
「
人
工
妊
娠

中
絶
等
手
術
の
安
全
性
等
に

つ
い
て
（
依
頼
）
」
の
こ
と

で
あ
る
（
写
真
１
）
。

　
こ
こ
で
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
が
人
工
妊
娠

中
絶
・
流
産
手
術
に
つ
い

て
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
（
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ

ｒ
ｉ
ｃ 

Ｖ
ａ
ｃ
ｕ
ｕ
ｍ 

Ａ

ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
：
電

動
式
吸
引
法
）
と
Ｍ
Ｖ
Ａ

（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｖ
ａ
ｃ

ｕ
ｕ
ｍ 

Ａ
ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
：
手
動
式
吸
引
法
）

を
推
奨
し
て
い
る
こ

り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
が
、
本
会
主
催

の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
機
関
紙

や
サ
イ
ト
を
通
じ
た
広
報
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
接
種
率

の
Ｖ
字
回
復
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
た
い
。

　
し
か
し
、
積
極
的
な
接
種

勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
っ
て

接
種
機
会
を
逃
し
た
女
性
に

対
し
て
、
今
後
公
費
負
担
に

よ
る
接
種
機
会
を
提
供
で
き

る
か
で
あ
る
。
本
会
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
は
、
こ
の
間
に
定
期

接
種
対
象
年
齢
の
女
性
に
対

し
て
積
極
的
に
接
種
し
て
き

た
が
、
対
象
年
齢
か
ら
外
れ

て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
費
で
接
種
し
て
き
た

女
性
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら

に
対
す
る
費
用
負
担
を
遡
及

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

20
年
７
月
に
承
認
さ
れ
た
９

価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
現
状
任
意
接
種
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
定
期
接
種
、
さ
ら
に
は

男
性
へ
の
接
種
拡
大
を
図
れ

な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
課
題

が
残
っ
て
い
る
。

た
な
脅
威
が
世
界
を
駆
け
巡

っ
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
で

発
見
さ
れ
た
と
い
う
変
異
株

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
拡
大

で
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
11

月
30
日
０
時
か
ら
の
１
か
月

間
を
目
途
に
、
外
国
人
の
入

国
を
禁
止
す
る
と
い
う
大
胆

な
措
置
を
発
表
し
た
。
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
脅
か
さ
れ
て
い
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
：
Ｓ
Ｒ
Ｈ
）

が
さ
ら
に
後
退
す
る
こ
と
に

な
ら
な
け
れ
ば
良
い
が
と
祈

る
気
持
ち
で
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
。

写真１　厚労省から発出される各種通知

図１　日本(札幌市)では、ＨＰＶワクチンの接種率が１％以下に減少した

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

Age in 2017 23才 22才 21才 20才 19才 18才 17才 16才 15才 14才 13才 12才 11才

No. of Girls
（x000） 580 590 590 590 590 580 580 570 560 550 540 520 520

HPVワクチン
接種率 70-75% 40% 0% -

Hanley, Lancet 2015

HPV Vaccination Rate in City of Sapporo

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の

（
↖
）

今
日
的
課
題
一
般
社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会 

会
長

北
村
　
邦
夫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）の
新
た
な
脅
威
が

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

漸
く
積
極
的
接
種
勧
奨
再
開
へ

経
口
妊
娠
中
絶
薬

製
造
販
売
の
承
認
申
請
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Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

の
略
語
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越

し
に
薬
を
販
売
す
る
こ
と
を

言
う
。
２
０
２
０
年
12
月
25

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
５

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

に
お
い
て
、
緊
急
避
妊
薬
を

処
方
箋
な
し
に
薬
局
で
販
売

で
き
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
が
検
討
事

項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、
上
へ
下
へ

の
議
論
が
沸
騰
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
緊
急
避
妊
薬
が

承
認
・
発
売
さ
れ
た
11
年
の

前
年
、
10
年
７
月
に
市
場
調

査
の
名
目
で
、
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
と
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
を

訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

わ
が
国
で
緊
急
避
妊
薬
の
早

期
承
認
を
求
め
る
立
場
で
の

調
査
だ
っ
た
。
パ
リ
の
街
角

で
入
っ
た
薬
局
で
緊
急
避
妊

薬
を
求
め
る
と
、
Ｂ
Ｐ
Ｃ

（
Ｂ
ｅ
ｈ
ｉ
ｎ
ｄ 

Ｔ
ｈ
ｅ
　

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
ｃ
ｙ
　
Ｃ
ｏ

ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
）
と
い
う
が
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
つ
薬
剤
師

の
背
後
に
置
か
れ
た
戸
棚
か

ら
緊
急
避
妊
薬
を
取
り
出
し

て
簡
単
に
渡
し
て
く
れ
た

（
写
真
２
）
。
し
か
し
、
ロ

ン
ド
ン
で
は
拒
否
さ
れ
た
の

だ
。
自
分
の
素
性
を
明
ら
か

に
し
て
も
な
お
、
「
あ
な
た

が
男
性
だ
か
ら
！
」
と
い
う

理
由
で
。
男
性
は
、
緊
急
避

妊
薬
の
服
用
を
相
手
の
女
性

く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て

い
る
。

　
以
上
、
わ

が
国
に
お
け

る
Ｓ
Ｒ
Ｈ
の

課
題
に
つ
い

て
私
見
を
述

べ
た
が
、
読

者
各
位
か
ら

の
忌き

憚た
ん

の
な

い
意
見
が
寄

せ
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て

い
る
。

と
か
ら
、
会
員
へ
の

周
知
を
求
め
た
の
だ
。

　
わ
が
国
で
広
く
行
わ
れ
て

い
る
Ｄ
＆
Ｃ
は
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
や

Ｍ
Ｖ
Ａ
よ
り
安
全
で
な
く
、

女
性
に
と
っ
て
相
当
程
度
よ

り
苦
痛
を
も
た
ら
す
こ
と
か

ら
、
吸
引
法
は
Ｄ
＆
Ｃ
に
取

っ
て
代
わ
る
べ
き
で
あ
り
、

安
全
性
と
女
性
の
ケ
ア
の
質

を
改
善
す
る
た
め
に
努
力
す

べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い

る
。

　
こ
の
文
書
に
は
、
経
口
妊

娠
中
絶
薬
の
文
字
は
な
い

が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
中
絶
薬
を
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ド
ラ
ッ
グ
と

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
い
将
来
、
Ｄ
＆
Ｃ
に

代
わ
る
中
絶
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
低
用
量
経
口
避
妊
薬
が
１

９
９
９
年
６
月
、
国
連
加
盟

国
中
最
後
の
承
認
国
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
鑑
み
る
と
、

申
請
か
ら
承
認
ま
で
に
は
相

当
な
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
し
か
も
、
治

験
で
は
、
入
院
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
仮
に

承
認
・
発
売
さ
れ
て
も
、
費

用
の
問
題
な
ど
と
合
わ
せ
て

「
女
性
に
や
さ
し
い
」
中
絶

薬
の
扱
い
が
わ
が
国
で
可
能

に
な
る
の
か
疑
問
視
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

に
強
要
す
る
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。

た
ま
た
ま
同
行
し
て
い
た
女

性
に
依
頼
す
る
と
、
薬
局
内

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
に
通

さ
れ
、
緊
急
避
妊
薬
の
作
用

機
序
、
避
妊
効
果
、
服
用
に

際
し
て
の
留
意
点
な
ど
を
細

か
く
説
明
さ
れ
た
と
い
う
。

　
妊
娠
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
緊
急
避
妊
薬
の
ア
ク
セ

ス
の
し
や
す
さ
は
と
て
も
重

要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟ま

た

な
い
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
薬
局

で
経
験
し
た
よ
う
な
受
け
手

（
薬
局
、
薬
剤
師
）
側
の
体

制
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
緊
急
避
妊
は
ス
タ

ー
ト
で
あ
っ
て
決
し
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
わ
け
で
、
妊
娠

す
る
側
に
あ
る
女
性
が
主
体

的
に
取
り
組
め
る
低
用
量
経

口
避
妊
薬
や
子
宮
内
避
妊
具

／
子
宮
内
避
妊
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
よ
り
確
実
な
避
妊
法
へ

と
行
動
変
容
を
促
せ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
薬
局
と

近
隣
の
産
婦
人
科
施
設
と
の

有
機
的
な
連
携
が
必
須
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
筆
者
の
所
属
し
て
い
る
日

本
産
婦
人
科
医
会
が
会
員
に

向
け
て
「
緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
に
関
す
る
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
回
答
し
た
会
員
の

43
％
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
「
反

対
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と

い
う
。
長
年
に
わ
た
っ
て
緊

急
避
妊
薬
の
処
方
に
あ
た
っ

て
き
た
産
婦
人
科
医
の
「
反

対
」
意
見
に
対
し
て
は
、
こ

れ
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
て
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
議
論
を
進
め
て
い

◦ 

母
子
保
健
と
児
童

福
祉
の
一
体
的
提

供
に
向
け
た
支
援

６
０
２
億
円
（
安
心
子

ど
も
基
金
に
計
上
）

　
妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯
、

子
ど
も
へ
の
一
体
的
相
談
支

援
を
行
う
機
関
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭
へ

の
訪
問
家
事
・
育
児
支
援
や
、

居
場
所
の
な
い
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
、
困
難
を
抱
え

た
妊
産
婦
へ
の
滞
在
型
支
援

等
を
実
施
し
、
包
括
的
な
支

援
体
制
の
構
築
を
図
る
。

○
 

産
後
ケ
ア
事
業
を

行
う
施
設
整
備
の

促
進
、
妊
産
婦
等

へ
の
支
援

53
億
円

　
出
産
後
の
母
子
に
対
し
て

心
身
の
ケ
ア
等
を
行
う
産
後

ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
２
０

２
４
年
度
末
ま
で
の
全
国
展

開
に
向
け
、
施
設
整
備
に
係

る
国
庫
補
助
率
を
引
上
げ
、

設
置
を
促
進
す
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
不
安
を
抱
え
困
難
な
状

況
に
あ
る
妊
産
婦
へ
の
相
談

支
援
や
健
康
診
査
を
受
診
し

づ
ら
い
状
況
に
あ
る
幼
児
へ

の
支
援
等
を
行
う
。

○
 

虐
待
防
止
の
た
め

の
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
の
整
備
等
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

児
童
虐
待
防
止
対

策
の
強
化

76
億
円
（
一
部
デ
ジ
タ

ル
庁
に
計
上
）

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
全
国

統
一
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
進
め
、
児
童
相
談

所
・
市
町
村
に
お
け
る
情
報

共
有
や
、
転
居
ケ
ー
ス
等
に

お
け
る
対
応
を
効
率
的
・
効

果
的
に
行
う
取
組
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
一
時
保
護
の

判
断
に
当
た
り
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
緊
急
性
の
判
断
に
資

す
る
全
国
統
一
の
ツ
ー
ル
の

開
発
を
促
進
す
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
保
護
者

が
相
談
し
や
す
く
な
る
よ
う

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
体
制
の

構
築
を
行
う
と
と
も
に
、
児

童
相
談
所
、
婦
人
相
談
所
等

に
お
い
て
テ
レ
ビ
会
議
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
活
用
を

促
進
し
、
業
務
の
負
担
軽

減
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
図
る
。

○
 

不
妊
治
療
の
保
険

適
用
の
円
滑
な
移

行
に
向
け
た
支
援

67
億
円

　
令
和
４
年
度
か
ら
の
不
妊

治
療
の
保
険
適
用
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
、
年
度
を
ま
た

ぐ
一
連
の
治
療
に
対
し
て
、

経
過
措
置
と
し
て
助
成
金
を

支
給
す
る
。

○
 

「
新
子
育
て
安
心

プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
保
育
の
受
け
皿

整
備
・
人
材
確
保

５
１
５
億
円

　
「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
保
育
所
等

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
保
育
人
材
の
確
保
の
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
よ

る
保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

や
、
指
定
保
育
士
養
成
施
設

に
通
う
学
生
の
修
学
資
金
等

の
貸
付
原
資
の
積
み
増
し
を

行
う
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
の
促
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

に
計
上

○
 

ひ
と
り
親
家
庭
等

に
対
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
体
制

の
構
築
・
強
化

１
・
６
億
円

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
が
必
要

な
支
援
に
つ
な
が
り
、
自
立

に
向
け
た
適
切
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｔ
機
器

等
の
活
用
を
は
じ
め
と
し
た

　
政
府
は
昨
年
11
月
26
日
に
令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
厚
労
省
子
ど
も
家
庭
局
関
連
補
正
予
算
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
通

り
で
す
。 

※
詳
し
い
情
報
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

写真２　 パリの薬局ではレボノルゲスト
レル緊急避妊薬が売られていた
（2010年７月）

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
及
び
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
体
制
の
構
築
・
強
化

を
図
る
自
治
体
の
取
組
を
支

援
す
る
。

○
 

ひ
と
り
親
家
庭
等

の
子
ど
も
の
食
事

等
支
援

22
億
円

　
子
ど
も
の
貧
困
や
孤
独
・

孤
立
へ
の
緊
急
的
な
対
応
と

し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

要
支
援
世
帯
を
対
象
と
し
た

子
ど
も
食
堂
や
子
ど
も
宅

食
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
等

を
実
施
す
る
事
業
者
に
対

し
、
中
間
支
援
法
人
を
通

じ
、
運
営
や
物
資
の
支
援
等

を
行
う
。

○
 

看
護
、
介
護
、
保

育
な
ど
現
場
で
働

く
方
々
の
収
入
の

引
上
げ１

６
６
５
億
円

　
保
育
士
等
、
介
護
・
障
害

福
祉
職
員
を
対
象
に
、
賃
上

げ
効
果
が
継
続
さ
れ
る
取
組

を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
収
入
を
３
％
程
度
（
月

額
９
千
円
）
引
き
上
げ
る
た

め
の
措
置
を
、
令
和
４
年
２

月
か
ら
実
施
す
る
。

　
看
護
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
地
域
で
コ
ロ
ナ
医
療
な

ど
一
定
の
役
割
を
担
う
医
療

機
関
に
勤
務
す
る
看
護
職
員

を
対
象
に
、
賃
上
げ
効
果
が

継
続
さ
れ
る
取
組
を
行
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
段
階
的

に
収
入
を
３
％
程
度
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
と
し
、
収
入

を
１
％
程
度
（
月
額
４
千

円
）
引
き
上
げ
る
た
め
の
措

置
を
、
令
和
４
年
２
月
か
ら

実
施
す
る
。

※
保
育
所
等
に
お
け
る
収
入

の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
内

閣
府
に
計
上

○
 

児
童
福
祉
施
設
等

に
お
け
る
感
染
症

対
策
へ
の
支
援

１
８
１
億
円

　
職
員
が
感
染
症
対
策
の
徹

底
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
継

続
的
に
実
施
す
る
た
め
、
か

か
り
増
し
経
費
や
施
設
の
改

修
費
等
へ
の
補
助
を
行
い
、

保
育
所
や
児
童
養
護
施
設
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
行
う
施
設

等
に
お
け
る
感
染
防
止
の
取

組
を
支
援
す
る
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に

お
け
る
感
染
症
対
策
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に

計
上

○
 

社
会
福
祉
施
設
等

の
耐
災
害
性
強
化

等

２
４
１
億
円

　
児
童
福
祉
施
設
や
障
害
者

支
援
施
設
、
介
護
施
設
等
の

災
害
復
旧
や
、
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
基

づ
く
耐
震
化
整
備
、
非
常
用

自
家
発
電
設
備
の
設
置
、
浸

水
対
策
等
に
つ
い
て
支
援
を

行
う
。

（
↙
）緊

急
避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
是
非

厚
生
労
働
省 

子
ど
も
家
庭
局
関
連

令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
の
概
要



古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康 2022年（令和 4年）1月 1日（2022年・新春号）

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

　
２
０
２
１
年
10
〜
11
月
、

全
国
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
本
会
と
各
都
道
府
県
が

共
催
す
る
「
母
子
保
健
事
業

研
修
会
」
（
後
援
＝
厚
労
省

ほ
か
）
が
開
催
さ
れ
、
全
日

程
が
終
了
し
た
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
研

修
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
「
健
や
か
親
子
21
（
第
２

次
）
」
の
課
題
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
」
達
成
の
た

め
、
妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
や
、
新
型
出
生
前

診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
、
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
、

「
医
療
・
保
健
・
福
祉
」
を

中
心
と
し
た
地
域
の
関
係
各

機
関
と
の
密
な
連
携
な
ど
が

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

た
。

　
マ
ル
ト
リ
予
防
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
親
を
褒
め
る
こ

と
。
」
親
が
自
信
を
持
つ
と

子
も
褒
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
親
と
子
の
関

係
性
が
良
好
に
な
る
、
と
説

明
し
た
。

　
加
え
て
、
親
だ
け
で
な

く
、
社
会
が
と
も
に
子
育
て

を
し
て
い
く
「
と
も
育
て

（
き
ょ
う
ど
う
子
育
て
）
」

の
視
点
が
重
要
だ
と
し
た
。

　
「
深
刻
な
虐
待
に
至
る
前

の
マ
ル
ト
リ
や
子
育
て
そ
の

も
の
を
家
庭
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
全
体
の
問
題

　
２
０
２
１
年
11
月
４
日
、
本
会
が
主
催
す
る
「
令

和
３
年
度
家
族
計
画
研
究
集
会
」
が
い
わ
て
県
民
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
で
開
催
さ

れ
、
本
会
が
今
年
度
、
取
り
組
み
を
強
化
し
た
「
マ

ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
題
材
に
、
「
こ
れ
か
ら
の

子
育
て
『
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
予
防
す
る
』
」

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

第813号（2021年12月1日発行）

・ピル承認秘話～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
　〈第45話〉横光克彦議員と質問主意書
・市谷クリニックへようこそ！
　（東京都不妊・不育ホットライン相談員　佐々木良枝）
・OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈20〉与えられた武器を活かす
　（大田市立病院産婦人科 副院長・槇原研）
・【海外情報クリップ】女性の生殖年齢と健康指標―米国
・虐待により子どもの遺伝子に変化、脳機能にも影響―福井大ほか
・HPVワクチン定期接種、来年4月から積極的勧奨を再開―厚労省　ほか

第814号（2022年1月1日発行）

・ピル承認秘話～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
　〈第46話〉日産婦学会で「避妊法の実際」講演
・市谷クリニックへようこそ！『縁』
　（思春期・FP相談LINE／EC・OCヘルプデスク相談員　來田美鈴）
・【海外情報クリップ】初経年齢と月経前症状―米国
・梅毒の感染数が過去最多
・東京栄養サミット2021開催　ほか

　
ま
た
、
本
会
か
ら
は
情
報

提
供
と
し
て
、
マ
ル
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
の
基
礎
に
つ
い
て

解
説
し
た
動
画
「
マ
ル
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
（
マ
ル
ト
リ
）

が
脳
に
与
え
る
影
響
」
（
講

師
＝
友
田
明
美
福
井
大
学
子

ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
）
を
紹
介

し
、
普
及
啓
発
に
努
め
た
。

　
以
下
、
各
地
区
の
主
催

県
・
市
／
参
加
人
数
／
主
な

内
容
／
（
次
回
開
催
予
定

地
）東

北・北
海
道
地
区

　
青
森
県
／
２
８
０
人
／
講

演
「
妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
」
目
白
大
学
人
間

学
部
子
ど
も
学
科
教
授
／
あ

お
き
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

代
表
　
青
木
豊
氏
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
多
職

種
連
携
等
に
よ
る
地
域
の
妊

産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
在
り
方
を
考
え
る
」
弘
前

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
産

科
婦
人
科
学
教
授
　
横
山
良

仁
氏
ほ
か
／
（
山
形
県
）

関
東
甲
信
越
地
区

　
新
潟
県
／
３
２
６
人
／
講

演
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊

産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
国

講演する友田明美氏
本年度はオンライン形式での開催となった

　
実
父
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
児
童
虐
待
の
調
査
デ

ー
タ
を
示
し
、
マ
ル
ト
リ
予

防
に
は
妊
産
婦
と
と
も
に
父

親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
説

い
た
。
ま
た
、
「
父
親
に
も

産
後
う
つ
な
ど
の
不
調
が
み

ら
れ
る
こ
と
を
周
産
期
医
療

や
母
子
保
健
関
係
者
が
認
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

　
将
来
の
妊
娠
の
た
め
に
健

康
管
理
し
て
い
く
「
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ヘ
ル
ス
ケ

ア
」
か
ら
の
視
点
で
解
説
。

　
計
画
外
の
妊
娠
・
出
産
が

マ
ル
ト
リ
を
招
き
や
す
く
、

「
妊
娠
の
計
画
を
立
て
て
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
、
本
会
の
活
動
理
念
に
合

致
す
る
講
演
で
あ
っ
た
。

と
し
て
捉
え
」
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
ん
で
い
く
こ
と
も
マ
ル
ト
リ
の
抑
制
要
因
に
な

る
と
述
べ
た
。

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
診
療
部
乳
幼
児
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
診
療
科
診
療

部
長
　
立
花
良
之
氏
／
（
東

京
都
）

東
海
北
陸
近
畿
地
区

　
富
山
県
／
３
４
２
人
／
講

演
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
と
は
」
国
立
成
育
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
周
産
期
・
母

性
診
療
セ
ン
タ
ー
母
性
内
科 

診
療
部
長
　
荒
田
尚
子
氏
／

（
和
歌
山
県
）

中
国・四
国
地
区

　
高
知
県
／
１
３
４
人
／
講

演
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地

域
と
親
子
と
の
活
動
」
か
な

が
わ
子
ど
も
虐
待
予
防
研
究

会
会
長
／
保
健
師
　
大
場
エ

ミ
氏
／
（
香
川
県
）

九
州
地
区

　
福
岡
市
／
２
３
６
人
／
講

演
「
乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ

い
て
」
あ
い
ち
小
児
保
健
医

療
総
合
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
医

師
　
山
崎
嘉
久
氏
／
（
鹿
児

島
県
）北

海
道
単
独

　
北
海
道
／
１
３
１
人
／
講

演
「
新
型
出
生
前
診
断
（
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
の
基
本
的
理
解
と

対
象
者
に
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
」
聖
路
加
国
際
大
学
大

学
院
遺
伝
看
護
学
准
教
授
　

青
木
美
紀
子
氏

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
ま
た
、
昨
年
12
月
〜
１
月

11
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
全

６
地
区
の
講
演
全
て
を
聴
講

で
き
ま
す
。

https://www.jfpa.or.jp/kazokutokenko/
機関紙「家族と健康」WEB版は、下記のアドレスからご覧いただけます。

これからの子育て
「マルトリートメントを予防する」

2021
年度

母
子
保
健
事
業
研
修
会

 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
研
修
）報
告

※敬称略

機関紙「家族と健康」WEB版 第813～814号（2021年12月号～2022年1月号）

掲載記事一覧

講演―２

周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
か
ら
の
マ
ル
ト
リ
予
防

福
島
県
立
医
科
大
学

ふ
く
し
ま
子
ど
も・女
性

医
療
セ
ン
タ
ー
教
授

西
郡
　
秀
和

講演―３

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
け
る

マ
ル
ト
リ
予
防
の
位
置
づ
け

本
会
会
長

北
村
　
邦
夫

令和３年度健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）併設集会
家族計画研究集会 in 岩手

講演―１

ほ
め
育
て
の
す
す
め

〜
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
予
防
す
る

福
井
大
学

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

友
田
　
明
美


